
令和３年度第１回地域包括支援センター運営協議会 次第 

               令和３年 7 月 14 日（水）午後 2 時～ 

                  会 場：区役所４階 第２委員会室 

 

１． 開会あいさつ 

 

２． 委員紹介 

 

３． 会長選出 

 

４． 副会長指名 

 

５． 報告事項 

（１）令和２年度事業実績 

１） 高齢者あんしんセンター運営実績      【資料 １】 

２） 予防給付事業給付管理件数         【資料 ２】 

３） 高齢者虐待防止センターにおける養護者による 

高齢者虐待の状況と対応          【資料 ３】 

４） 介護予防・日常生活支援総合事業の実施状況  【資料 ４】 

５） 介護予防プラン評価結果          【資料 ５】 

６） ふれあい交流サロン実施状況        【資料 ６】 

７） 認知症総合支援事業実施状況        【資料 ７】 

 

（２）令和３年度事業計画 

１） 高齢者あんしんセンター運営計画      【資料 ８】 

２） あんしんセンター事業評価について     【資料 ９】 

 

６． その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：当日配付資料 

●ケアプラン一部委託状況一覧 

●こんにちは 高齢者あんしんセンターです 

●エンディングノート 

●認知症カフェ「オレンジカフェ きたい～な」について     

●令和 3 年度 笑顔で長生きガイドブック 

●ヒアリング参加調査票、高齢者あんしんセンターヒアリング日程調査票 



　　　　　　　　　　資料１

対象 回数 参加者数等

1 高齢者あんしんセンター連絡会 包括職員 8
うちWeb会議 3回（12･2･3
月）、4･5･6･1月中止

2
高齢者あんしんセンター管理者
連絡会

包括管理者（センター
長）

2
6月　緊急事態宣言解除後の
　     包括事業実施について
2月　次年度委託契約について

3 社会福祉士連絡会 包括職員 1 あんしんセンター連絡会実施後

4 主任ケアマネジャー連絡会 包括職員 3 あんしんセンター連絡会実施後

5 看護職連絡会 包括職員 3 あんしんセンター連絡会実施後

6 事務担当者連絡会 包括職員 0 あんしんセンター連絡会実施後

7 生活支援体制整備事業連絡会 包括職員 6
3月中止（生活支援コーディ
ネーター研修２回を含む）

8 地域情報見える化サイト操作研修 包括職員 1
1回オンライン開催
参加者２４名

9 在宅療養推進会議
区職員、サポート医、
各団体代表等

3
うち1回書面開催
       2回Web開催

10
介護予防・日常生活支援総合事業
検討会

包括職員 0
新型コロナウイルス感染拡大防
止による

11 認知症事業連絡会
包括職員、認知症初期集
中支援チーム員、認知症
キャラバン・メイト等

2

Ⅱ総合相談支援事業

1 総合相談支援業務
区民、介護・医療関係
者、町会・自治会、民生
委員、地域活動団体等

17包括 相談件数合計　134,313件

2
地域見守り・支えあい活動促進補
助事業

町会・自治会（おたがい
さまネットワークの協力
団体）

補助金交付団体　69団体

3 家族介護者教室 7包括 参加者合計 104名

4 ふれあい交流サロン 圏域区民 17包括 参加者合計　延べ2,668名

5 介護予防で元気はつらつサロン 圏域区民 61教室 参加者456名

6
高齢者あんしんセンターサポート
医　事例検討会

0
新型コロナウイルス感染拡大防
止による

7
高齢者あんしんセンターサポート
医　医療・訪問相談

包括職員、医療関係者、
介護事業者等

20件

8 顔のみえる連携会議
包括職員、医療関係者、
介護事業者等

0
新型コロナウイルス感染拡大防
止による

        令和2年度高齢者あんしんセンター運営実績（１７包括共通）

事　業　名

Ⅰ連絡会・会議等



Ⅲ権利擁護事業

1 高齢者虐待防止啓発講演会 区職員・包括職員 中止
新型コロナウイルス感染拡大防
止による

2 虐待対応スキルアップ研修 区職員、包括職員 1
会場参加者  17名
動画研修参加者  64名

Ⅳ包括的･継続的ケアマネジメント事業

1
現任介護支援専門員スキルアップ
研修

主任・介護支援専門員
（居宅・包括）

6 参加者　355名

2
主任介護支援専門員スキルアップ
研修

主任・介護支援専門員
（居宅・包括）

2 参加者  　67名

1 おたがいさま地域創生会議 包括職員 1 Web会議

2 地域包括ケア連絡会
包括職員、介護保険事業
者、医療関係者、町会・
自治会等

12包括 参加者合計  371名

3 地域ケア個別会議
包括職員、介護保険事業
者、医療関係者、町会・
自治会等

12包括 16回

1 認知症初期集中支援推進事業 区民 17包括
支援対象者　　３６名
訪問延べ回数　３４回

2 認知症ケア向上多職種協働研修
包括職員、医療関係者、
介護事業者等

中止

3 認知症カフェ
区民、家族、地域住民、
専門職等

17包括 ６６８名

4 認知症サポーター養成講座 区民、企業、学校等 9包括
参加者合計７６７名
（延べ２７，３０８名）

5 認知症サポート店 区内事業所 登録事業所１９９箇所

6
認知症サポーターステップアップ
講座

サポーター養成講座受講
済者

地区講
座

６包括　参加者合計　６２名

7 認知症家族介護者教室 介護者等 中止

8 認知症周知啓発 区民 パンフレット、チラシ等を配布

Ⅴ地域ケア会議推進事業

Ⅵ認知症施策推進事業





１、高齢者虐待の相談・通報件数 【参考】

４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合　計 令和元年度

相談件数 17 21 21 11 12 16 15 12 10 20 13 10 178 相談件数 179

内訳 　  

虐待あり 13 18 18 11 10 16 15 12 9 16 9 10 157 虐待あり 141

なし 2 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 なし 10

不明・他 2 0 2 0 2 0 0 0 1 6 4 0 17 　 不明・他 28

２、相談・通報発生場所

地域包括名 王子
王子

光照苑
豊島 十条 十条台 東十条・

神谷 赤羽 浮間
桐ヶ丘

やまぶき荘
西が丘園 赤羽北 みずべ

の苑
滝野川西

飛鳥
晴山苑

滝野川
はくちょう

新町
光陽苑

昭和町・
堀船 合　計

件　数 1 11 18 8 12 12 2 10 21 8 3 14 8 20 12 4 14 178

３、虐待の相談・通報者（虐待あり　　　 157 件中）

本人 家族 ケアマネ
介護

事業者
警察 病院 行政

民生
委員

地域
包括

社協 その他 不明 合　計

件　数 10 12 51 4 43 11 4 1 11 1 9 0 157

（その他は、近隣者・親戚など）

４、虐待を受けた人の年齢 （虐待あり 157 件中）

５０代 ６０代 ７０代 ８０代 ９０代 合　計 男性 女性

件　数 0 20 48 65 24 157 32 125 　 　

５、虐待を受けた人の介護度 （虐待あり 157 件中）

認定なし 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合　計

件　数 55 14 11 24 10 19 16 8 157

６、虐待を受けた人の認知症高齢者自立度 （虐待あり 157 件中）

認定なし 自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ M 不明 合　計

件　数 53 22 13 10 26 20 4 5 1 2 156

７、虐待者の状況 （虐待あり 157 件中）

息子 娘 夫 妻 嫁 婿 孫 兄弟 近隣者 知人 その他 合　計

件　数 73 33 28 9 1 0 3 5 0 1 4 157 　

同　居 66 30 28 8 1 0 2 3 0 0 2 140

就労あり 33 20 2 0 0 0 0 2 0 1 0 58

（その他は、甥・姪など）

８、虐待者の年齢 （虐待あり　 157 件中）

～10代 2０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 ９０代 不明 合計

件数 3 1 12 31 42 23 17 20 5 3 157

９、虐待の種別（複数回答） ※世帯構成

身体的 介護放棄 心理的 経済的 性的 単身世帯
夫婦二人

世帯
未婚の子と
同一世帯

配偶者と離別
した子と同一
世帯（死別・
別居も含む）

子夫婦と同
一世帯

その他 不明

件　数 93 38 88 28 0 8 32 84 10 11 12 0

10、対応について(初動）

件　数 0 0 8 9 10 0 130 （その他は、他機関での対応、経過観察など）

　

11、養介護施設従事者等による虐待

相談件数　7件　　虐待認定者数　1名

施設入
所分離

その他

令和２年度　高齢者虐待防止センターにおける養護者による高齢者虐待の状況と対応

王子地区 赤羽地区 滝野川地区

家族間
調整

介護
サービス

調 整

緊急
ショー

ト

緊急生
活支援

入院

資料３－１



高齢者虐待の現況

令和3年7月14日
北区高齢福祉課
高齢者虐待防止センター

資料3－2



国統計



相談・通報数と通報者内訳（北区）



虐待者内訳・状況（北区）



資料４ 
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介護予防・日常生活支援総合事業の実施状況 
 

令和２年度 事業実施結果 

１ 広報・周知 

  介護予防・日常生活支援総合事業のご案内 

  ・北区笑顔で長生きガイドブックの配付（高齢者あんしんセンター等関係機関） 

  ・みんなのあんしん介護保険の配付 

  ・ホームページ 

   

２ 介護予防・生活支援サービス事業 

（１）介護予防・生活支援サービス事業 

  訪問型サービスとして「予防訪問サービス」及び「いきいき生活援助サービス」を、通所型

サービスとして「予防通所サービス」及び「生活機能向上通所サービス」を実施するとともに、

「元気アップマシントレーニング教室（短期集中予防サービス）」を実施した。 

  【実施結果】 

訪問サービス 

予防訪問サービス 延べ利用者数   21,766 人 

いきいき生活援助サービス 延べ利用者数    1,451 人 

通所型サービス 

予防通所サービス 延べ利用者数   20,873 人 

生活機能向上通所サービス 延べ利用者数     304 人 

元気アップマシントレーニング教室 参加人数        46 人 

 

（２）介護予防ケアマネジメント 

  要支援認定者のうち、北区介護予防訪問事業・北区介護予防通所事業のみ利用する者、及び

事業対象者（「笑顔で長生き調査（基本チェックリスト）」により、生活機能の低下があると判

断された者）に対し、介護予防ケアマネジメントを実施した。 

  延べ利用件数 21,149 件 

 

（３）生活援助員研修 

  地域の支え合いづくりや高齢者の社会参加・介護予防を進めるため、身体介護を伴わない掃

除・洗濯などの生活援助サービスを提供する「生活援助員」を養成する。令和２年度は新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。 

  

３ 一般介護予防事業  

（１）介護予防把握事業 

事業対象者（「笑顔で長生き調査（基本チェックリスト）」により、生活機能の低下があると

判断された者）を的確に把握し、介護予防事業へつなげるため、笑顔で長生き調査説明会や高

齢者あんしんセンターの窓口・サロン・ぷらっとほーむなどの事業において笑顔で長生き調査

を実施した。         （令和２年度） 

調査実施数 年齢区分 事業対象者数 

294 人 
65～74 歳 33 人 

75 歳以上 132 人 

 
合 計 165 人 

該 当 率 56.1％ 
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・笑顔で長生き調査説明会（おたっしゃ教室説明＆体験会） 

令和２年度 ８回実施（２回中止）、参加者数 147 人（ぷらっとほーむ実施分を含む） 

 

（２）介護予防普及啓発事業 

介護予防の普及啓発として、一般高齢者に対して老年症候群に対する対策の必要性を理解して

もらうために、各種教室や出前の講座、講演会などを開催した。 

①教室・講座 

教室・講座名 実施回数 参加者数 

介護予防で元気はつらつサロン 全１回（61 教室） 456 人 

 

②広報 

介護予防マニュアル 2020    高齢者あんしんセンター等関係機関へ配布 

北区笑顔で長生きガイドブック   関係機関等・事業対象者へ配布 

 

③講演会、イベント等 
講演会、イベント名 実施回数 参加者数 

介護予防講演会 

「コロナ禍での介護予防への取り組みにつ

いて」 

1 回 

令和 3 年 1 月 22 日から

3 月 31 日まで、北区公式

ホームページで動画配信 

再生回数 347 回 

 

（3）地域介護予防活動支援事業 

①地域における住民主体の介護予防活動の育成・支援を行うため「おたっしゃ筋力アップ体操

教室」「介護予防リーダー養成講座」等を開催した。 

また、高齢者いきいきサポーター制度は、この制度に登録した「いきいきサポーター」が、

指定された受入施設で行ったボランティア活動の活動時間に応じ、「いきいきサポーター手帳」

にスタンプを押印し、集まったスタンプ数に応じて現金に換金することができる制度である。

特別養護老人ホームや高齢者施設を主な受け入れ施設としていたが、障害者施設や児童施設な

ども対象施設として拡充するとともに、いきいきサポーター登録者の拡大を図った。 

（令和２年度） 

講座名 回数 受講者数 

介護予防リーダー養成講座（第 13 期生） 全 8 回 15 人 

介護予防リーダー実践研修 中止 —人 

認知症予防教室① 

「脳に効く！ウォーキング術を学ぼう」 

全 16 回、フォロー教室 

3 年度は 9 回実施予定を中止 
18 人 

認知症予防教室② 

「脳に効く！シニアの絵本読み聞かせ」 

教室全 12 回 

フォロー教室 3 回 
15 人 

 

※おたっしゃ教室：運動器の機能向上などを図るプログラムを実施    （令和２年度） 

教室名 １クール 会場数 定員数 参加者数 （内事業対象者数） 

おたっしゃ筋力アップ

体操教室 

前期 20 回 ７ 140 人 中止 （0 人） 

後期 20 回 7 140 人 115 人 （1 人） 

※後期 140 回中（20 回×7 会場）69 回中止 71 回実施 
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元気アップマシントレ

ーニング教室 
（通所型サービスとして

実施） 

前期 40 回 2 30 人 中止 （0 人） 

後期 40 回 2 30 人 25 人 （0 人） 

※後期 80 回中（40 回×2 会場）38 回中止 42 回実施 

 

・ご近所体操教室 

すでに人間関係が構築されている町会・自治会、シニアクラブ等の単位で、身近な場所で体

操教室を実施し、教室終了後も介護予防の自主グループとして活動が継続できるようにする。 

週 1 回 3 か月間 町会・自治会会館などで実施。 

令和２年度 ２グループ 15 人参加 
 

・高齢者いきいきサポーター制度  

受入施設 90 施設 登録者 784 人（延べ 1,264 人） 

 

②自主グループ活動支援事業 

おたっしゃ教室修了生などが立ち上げた介護予防の自主グループへ、リハビリテーション専

門職を派遣し活動の助言指導（立ち上げ 3 か月後、9 か月後、2 年目以降の希望する自主グル

ープ）を行った。また、自主グループの交流会を行った。 

 

・令和２年度 自主グループへの派遣実績 リハビリテーション専門職 9 件 

・令和２年度 介護予防自主グループ交流会 各グループ 1 人 39 人参加 

 

・自主グループ参加人数及びグループ数 

 

【活動内容】 

ご近所体操、さくら体操、ストレッチ、マシントレーニング、筋トレ、脳トレ、ウォーキン

グ、絵本読みかせ、フラダンス、手ぬぐい体操等 

 

③介護予防拠点施設運営 

（ぷらっとほーむ滝野川東、ぷらっとほーむ桐ケ丘） 

 いつまでも住み慣れたまちで、元気で自立した生活が送れるように、高齢者の社会参加と地

域の支えあいの体制づくりを目指した介護予防事業と通所型サービス事業を行う。 

指定管理者 社会福祉法人 北区社会福祉協議会 
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（4）一般介護予防事業評価事業 

介護予防事業評価検討会を開催し、おたっしゃ教室（おたっしゃ筋力アップ体操教室、元気ア

ップマシントレーニング教室、ご近所体操教室）等の評価を行い、事業実施方法等の改善を図っ

た。 

（令和２年度） 

開催日：令和３年２月１５日 

参加者：40 人（オンライン開催） 

 

（５）地域リハビリテーション活動支援事業 

地域における介護予防の取組を機能強化するために、リハビリテーション専門職等が、おた

っしゃ教室等に関与し、運動指導員等への専門的な助言や自主活動グループへの支援を行い、

通いの場を地域の中で展開した。 

また、担当高齢者あんしんセンターとの交流を通して技術支援を行った。（地域ケア会議、地

域の会議などの参加も含む。） 

 

リハビリテーション専門職の支援 （令和２年度） 

内容 件数 

技術支援 

・ご近所体操への助言指導（番組作成・教室開催・テキス

ト作成） 

７件 

会議参加 

・連絡会・介護予防事業の検討等の会議 

・地域包括ケア連絡会、地域ケア個別会議等への参加等 

３３件 

アドバイザー 

・地域リハビリテーション活動支援事業、自主グループ活

動支援事業 

 依頼講師の派遣・調整 

・区への専門的助言、介護予防自主グループへの助言 

４５件 

 



資料５

支援１ 支援２ 合計

1163件 1022件 2185件

8 1 9

プラン継続 36 5 41

プラン変更 711 71 782

プラン継続 3 20 23

プラン変更 151 619 770

901 715 1616

151 132 283

41 74 115

20 39 59

22 41 63

8 9 17

242 295 537

11 6 17

0 0 0

1 5 6

12 11 23

令和2年度 令和元年度 平成30年度

85 3.93% 6.86% 10.23%

1386 64.11% 62.51% 51.12%

691 31.96% 30.63% 38.65%

現状維持・・・要介護度の変化が無い者

悪　　化・・・要介護度が要支援1→2または要支援→要介護に変化した者

改　　　　　善

現　状　維　持

悪　　　　　化

小　  　　計

プラン終了

転　　　出

死　　　亡

小　  　　計

改　　善・・・要介護度が要支援２→１または要支援→自立（非該当）に変化した者

小　  　　計

要 介 護 １

要 介 護 ２

要 介 護 ３

要 介 護 ４

要 介 護 ５

令和２年度介護予防プラン評価結果

評　価　前

評
　
価
　
後

プラン評価件数

自　　　　　立

支　援　１

支　援　２



資料６

１．令和2年度　参加者数 ※回数：打ち合わせ等の回は除く。※参加者：包括スタッフ、ボランティアを除く参加者数。

王子 十条台
王子

光照苑
豊　島 十　条

東十条
・神谷

西が丘園
みずべ
の苑

赤　羽 赤羽北 浮間
桐ケ丘や
まぶき荘

滝野川西
飛鳥

晴山苑
はくちょう

昭和町・
堀船

新町
光陽苑

合　計

回数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

参加者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

回数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

参加者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

回数 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 4

参加者 0 0 25 0 0 0 0 9 0 8 0 5 0 0 0 0 0 47

回数 1 3 10 5 0 0 0 3 0 2 1 1 0 2 0 0 0 28

参加者 4 22 82 35 0 0 0 25 0 27 11 5 0 14 0 0 0 225

回数 1 2 0 1 1 0 1 3 0 1 1 0 0 2 1 1 0 15

参加者 7 15 0 8 12 0 3 29 0 11 7 0 0 10 9 11 0 122

回数 1 2 11 8 2 3 1 3 2 3 3 1 0 2 1 2 2 47

参加者 6 11 98 65 18 34 7 27 8 29 33 7 0 11 4 18 42 418

回数 1 2 10 11 2 6 1 5 2 3 2 1 0 1 1 2 2 52

参加者 7 14 93 78 26 53 8 45 6 41 26 7 0 10 9 30 40 493

回数 1 2 10 11 4 1 2 5 2 4 3 1 1 2 1 3 2 55

参加者 9 16 94 77 42 8 15 48 9 52 36 10 9 18 15 31 36 525

回数 1 2 9 5 1 3 2 5 2 3 2 1 0 2 1 2 2 43

参加者 7 12 112 49 14 29 9 41 9 24 20 6 0 19 13 25 32 421

回数 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 7

参加者 0 0 7 12 0 7 8 3 0 0 12 6 0 0 0 0 0 55

回数 0 0 1 0 0 1 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 5

参加者 0 0 8 0 0 3 13 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 29

回数 1 1 5 2 0 4 2 2 2 5 2 1 0 0 0 0 0 27

参加者 8 7 149 13 0 32 18 10 3 65 24 4 0 0 0 0 0 333

回数 7 14 58 44 10 19 12 28 10 22 15 9 1 11 5 10 8 283

参加者 48 97 668 337 112 166 81 237 35 257 169 55 9 82 50 115 150 2,668

実施回数合計は、283回であり、参加者数は、2,668人（延人数）である。1回の参加人数は、平均約11人である。

新型コロナウイルス感染拡大防止のための緊急事態宣言発令期間の4 月・５月は原則中止とした。
２．実施会場と主な実施内容

会場は、高齢者あんしんセンターやふれあい館や町会自治会館・集会所等室内のほかに、公園や花壇、地域内の病院の庭など屋外の利用も見られた。
屋内の会場も広めのホール等を利用し、参加者の距離を十分に取ること、参加人数を通常よりも減らす、事前予約制により人数調整をする等、感染防止対策を図りな
がら実施した。
実施内容は、体操やストレッチ、ヨガ、ウオーキング、盆おどり、脳トレ等介護予防を意識したもの、園芸や畑づくりなど屋外ならではのもの、音楽鑑賞や映画鑑賞、
折り紙やちぎり絵、塗り絵、クイズ、小物作り等多種多様。体操等に脳トレ・クイズ・間違いさがし・講話等を組み合わせて実施しているサロンも多い。
また、ＺＯＯＭを利用したり、インターネットやスマートフォンに慣れるための内容もみられた。

令和２年度ふれあい交流サロン実施状況

（令和元年度の実施回数合計は、914回、参加者数は、12,782人（延人数）であり、1回の参加人数は、平均約14人であった。）

8月

9月

10月

11月

4月

5月

6月

7月

1月

2月

3月

計

12月



R3.3.31現在

認知症支援
コーディネーター 医　師 看護師 作業療法士 介護福祉士 臨床心理士

高齢者あんしんセンター別新規支援者数
王子 十条台 王子光照苑 豊島 十条 東十条・神谷

0 0 0 1 0 0
西が丘園 みずべの苑 赤羽 赤羽北 浮間 桐ケ丘やまぶき荘

0 0 1(１) 1 3 0
滝野川西 晴山苑 はくちょう 昭和町・堀船 新町光陽苑 合計

2 2 0 0 0 10（1） ※カッコ内は途中終了

　　令和２年度中に支援したケース合計 36人
　　令和２年度終了会議実施したケース 11人

性別 世帯状況
男 女 独居 夫婦のみ 本人と子 夫婦と子 その他

人数 2 9 人数 7 3 1 0 0
％ 18.2 81.8 ％ 63.6 27.3 9.1 0 0

年齢階級
65歳未満 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90以上

人数 0 0 0 3 4 3 1
％ 0 0 0 27.3 36.4 27.3 9.1

認知症医療 介護サービス
利用中 未利用 利用中 未利用

開始時 人数 1 10 開始時 人数 0 11
％ 9.1 90.9 ％ 0 100.0

終了時 人数 6 5 終了時 人数 8 3

％ 54.5 45.5 ％ 72.7 27.3

要介護度

申請なし 申請中 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2以上

開始時 人数 6 4 0 0 0 1

％ 54.5 36.4 0 0 0 9.1

終了時 人数 0 1 4 0 5 1
％ 0 9.1 36.4 0 45.5 9.1

インフォーマルサービス 家族変化(主にメンタルヘルス）
利用中 未利用 変化あり 変化なし 家族なし

人数 2 9 人数 6 2 3

％ 18.2 81.8 ％ 54.5 18.2 27.3

人数 2 9

％ 18.2 81.8

アルツハイマー レビー小体型 脳血管性 その他 認知症以外

人数 7 1 0 3 0
％ 63.6 9.1 0 27.3 0

～3 4～7 8～14 15～30 31～60 61～ 平均値 11.9日
人数 3 1 4 3 0 0 中央値 13日
％ 27.3 9.1 36.4 27.3 0 0

認知症支援コーディネー
ター
　　：包括保健師・看護師

新規
支援者数

チーム数

10人 17チーム 22人 14人 13人 11人

令和２年度　認知症初期集中支援事業実施状況

チーム員

備　考

初動までの日数

8人 3人

王子圏域

赤羽圏域

滝野川圏域

【終了会議ケースの状況】

開始時

終了時

認知症診断

資料７-１



                                         
資料７-２ 

認知症カフェ「オレンジカフェ きたい～な」について 

 

 

● 認知症の人やその家族が地域で安心して生活ができるよう、地域の支え合いを進める交

流・活動の場であり、参加者の相談に認知症コーディネーターをはじめ、医療専門職（医

師・歯科医師・臨床心理士・作業療法士）が応じる体制を整えている。 

 

 

● 飛鳥晴山苑高齢者あんしんセンターが「ティールームさくら」を新規に開設した。 

また、浮間高齢者あんしんセンターは「うきまカフェ」を廃止し、「浮しまカフェ」とし

て新規に開催した。 

 

 

● 開設数 （再掲）民間カフェ                令和３年３月現在 

王子圏域 

王子 十条台 王子光照

苑 

豊島 十条 東十条・ 

神谷 

1 2 3 2（１） 3 ３（1） 

赤羽圏域 

西が丘園 みずべの

苑 

赤羽 赤羽北 浮間 桐ケ丘 

やまぶき荘 

1 2 1 1 1 1 

滝野川圏

域 

滝野川西 晴山苑 滝野川は

くちょう 

昭和町・ 

堀船 

新町光陽

苑 

合 計 

1 ２ 2（1） 2 1 29 ヵ所 

 

 

● 実施状況                          令和３年３月現在 

回 数 参加者数 
認知症コーディネーター・ 

医療専門職への相談者数(再掲) 
ボランティア参加(再掲) 

106 668 71 172 

 

 

 

● 北区医師会もの忘れ相談医従事状況             令和３年３月現在 

協力医師実数 医師従事延べ数 認知症個別相談 連絡書発行 

３ ４ ６ １ 

 ※H29 年度より認知症カフェ時に同時開催 



資料７-３

●令和２年度認知症サポーター養成講座等実績）

認知症サポート店

王子 3 147 0 0 4

十条台 1 3 0 0 8

王子光照苑 5 117 0 0 7

豊島 3 58 2 0 0 3

十条 0 0 1 0 0 9

東十条・神谷 0 0 1 0 0 11

西が丘園 2 32 18

桐ケ丘やまぶき荘 1 142 4

みずべの苑 1 3 1 10

赤羽 5 189 17

赤羽北 0 0 5

浮間 0 0 1 5

滝野川西 0 0 1 36

飛鳥晴山苑 4 76 2 33

滝野川はくちょう 0 0 11

昭和町・堀船 0 0 12

新町光陽苑 0 0 6

合計 25 767 9 4 62 199

※コロナウイルス感染症拡大防止のため

認知症サポーター養成等講座・北区認知症サポート店について

●高齢者あんしんセンターや区内介護事業所等の認知症キャラバン・メイトが講師となり、認知
症サポーター養成講座およびステップアップ講座、認知症サポーターステップアップ講座を開催
している。

●認知症の人に配慮した応対を心がける小売業・金融機関等の事業所向けの認知症サポーター養
成講座を開催して、「認知症サポート店」として周知している。

　高齢者
　あんしんセンター名

認知症サポーター
ステップアップ講座

回数 人数 回数

認知症サポーター養成講座

※中止
（回
数）

令和３年3月31日現在
認知症サポーター延べ人数

27,308

人数 登録事業所数
（H28年度～の累計）

0 0

0 0

1 21

2 33

1 8



１　相談事例数、訪問実績

 （１） 認知症支援コーディネーター・推進員が受けた認知症の相談件数（業務の中で受けた認知症に関する相談すべてをカウント）

王子 十条台
王子

光照苑
豊島 十条

東十条
・神谷

西が丘
園

みずべの
苑

赤羽 赤羽北 浮間 桐ケ丘
やまぶき荘

滝野川
西

飛鳥
晴山苑

滝野川
はくちょう

昭和町
・堀船

新町
光陽苑

合計

38 9 32 22 20 39 40 26 10 82 75 57 72 41 72 148 12 795

202 12 52 25 65 93 238 29 39 566 231 382 326 92 236 598 43 3229

※地域包括支援センタースタッフ、ケアマネジャー、民生委員等から寄せられた相談件数を記載（ケース相談の場合、相談する人が異なっていても実人数は1件とカウント）

※若年性認知症に関する相談、既に認知症の診断を受けている人に関する相談も含む

 （２） 認知症支援コーディネーターの訪問支援件数

王子 十条台
王子

光照苑
豊島 十条

東十条
・神谷

西が丘
園

みずべの
苑

赤羽 赤羽北 浮間 桐ケ丘
やまぶき荘

滝野川
西

飛鳥
晴山苑

滝野川
はくちょう

昭和町
・堀船

新町
光陽苑

合計

7 2 73 15 10 55 68 50 33 40 70 110 106 62 13 15 14 743

27 2 161 32 18 76 409 117 52 69 116 117 169 196 23 20 24 1628

２　相談件数の内訳

 （１） 相談者別相談受付件数内訳（複数カウント可）

王子 十条台
王子

光照苑
豊島 十条

東十条
・神谷

西が丘
園

みずべの
苑

赤羽 赤羽北 浮間 桐ケ丘
やまぶき荘

滝野川
西

飛鳥
晴山苑

滝野川
はくちょう

昭和町
・堀船

新町
光陽苑

合計

本人 36 0 5 1 26 5 37 9 12 245 138 189 108 55 50 97 15 1028

家族・親族 19 5 13 7 22 42 95 11 19 295 130 96 148 65 90 149 11 1217

近隣住民 2 0 6 0 15 10 19 6 4 19 13 38 12 0 8 16 3 171

ケアマネジャー 10 3 2 2 4 17 20 0 1 112 35 64 59 7 52 80 5 473

医療機関 9 2 10 0 7 3 11 0 0 73 44 28 61 13 13 92 4 370

介護予防事業・ニーズ調査等 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 1 3 1 7 0 0 1 17

民生委員 1 0 0 0 1 1 7 0 0 0 1 4 6 2 1 7 0 31

地域包括支援センタースタッフ 11 0 7 12 3 8 22 1 0 70 7 3 9 1 5 18 4 181

介護サービス事業者 17 0 2 0 0 0 5 0 0 52 2 21 7 7 10 39 1 163

保健所・保健センター 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 0 0 0 0 0 6 0 12

家族介護者の会 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

その他 51 1 22 3 2 4 30 0 5 50 23 46 32 2 34 89 1 395

156 11 67 25 80 90 254 27 43 922 394 492 443 159 263 593 45 4064

 （２） 相談内容別内訳（複数カウント可）

王子 十条台
王子

光照苑
豊島 十条

東十条
・神谷

西が丘
園

みずべの
苑

赤羽 赤羽北 浮間 桐ケ丘
やまぶき荘

滝野川
西

飛鳥
晴山苑

滝野川
はくちょう

昭和町
・堀船

新町
光陽苑

合計

行動・心理症状（ＢＰＳＤ） 6 5 12 6 33 18 58 11 29 184 158 32 105 51 49 112 15 884

15 1 31 3 25 32 18 11 11 132 44 68 110 37 35 119 4 696

4 0 8 1 9 7 4 5 3 58 3 11 29 4 12 49 0 207

生活機能障害 1 1 21 1 20 0 29 3 4 133 36 266 90 13 56 172 4 850

13 3 20 5 22 13 57 0 6 241 25 20 71 34 33 172 8 743

8 5 18 3 20 33 12 3 5 198 54 102 88 22 103 181 13 868

福祉サービスに関わる相談 0 0 2 1 1 0 15 1 2 22 0 1 6 1 3 10 1 66

消費者トラブルに関わる相談 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 6 3 2 11 0 25

10 0 16 8 2 1 10 0 0 39 8 35 14 2 44 111 0 300

経済問題に関わる援助 26 0 12 2 1 0 4 1 3 40 21 3 28 2 6 67 1 217

54 0 9 1 5 0 3 0 1 26 5 23 27 5 50 75 0 284

介護予防に関する相談 0 0 0 0 8 0 14 0 0 43 2 0 18 6 3 4 0 98

その他 25 0 65 3 0 3 12 0 17 282 31 4 15 2 7 169 7 642

162 15 214 34 146 109 236 35 81 1398 387 566 607 182 403 1252 53 5880

 （３） 相談内容の連携（つなぎ）先（複数カウント可）　　※1（1）に挙げた相談のその月内に限らず、解決にあたって、相談、連絡を行った相手方を記入。

王子 十条台
王子

光照苑
豊島 十条

東十条
・神谷

西が丘
園

みずべの
苑

赤羽 赤羽北 浮間 桐ケ丘
やまぶき荘

滝野川
西

飛鳥
晴山苑

滝野川
はくちょう

昭和町
・堀船

新町
光陽苑

合計

75 0 15 9 0 26 81 0 3 229 102 308 152 0 29 95 0 1124

認知症初期集中支援チーム 0 0 0 0 0 0 1 1 1 37 1 0 18 0 0 0 0 59

あんしんセンターサポート医 0 0 1 0 1 0 0 2 4 0 0 0 1 0 0 0 0 9

医療機関 13 3 26 2 4 35 33 0 11 88 14 31 84 1 8 57 1 411

ケアマネジャー 13 6 8 3 14 27 40 1 6 164 40 76 63 4 27 66 3 561

介護サービス事業者 5 0 5 0 0 3 14 0 1 78 1 14 11 11 5 40 1 189

見守りボランティア等 0 0 1 0 1 0 1 0 1 5 0 0 6 0 0 0 0 15

0 1 0 0 0 0 0 1 1 4 0 0 2 0 0 1 0 10

その他 52 0 20 5 0 8 64 0 21 221 14 33 34 1 34 82 9 598

158 10 76 19 20 99 234 5 49 826 172 462 371 17 103 341 14 2976

保健所・保健センター

合計

合計

介護保険（サービス）に関わる相談
（介護サービス拒否含む）

権利擁護に関わる援助（高齢者虐待に
関することを含む）

すまい（特養入所、都営住宅入居等）に
関わる相談

項　　目

認知症支援コーディネーターで解決

患者・家族の心理的サポート、ケア等に
関わる相談（家族の介護負担含む）

認知症支援コーディネーター・地域支援推進員実績報告書

R2年度

項　　目

相談件数（初回相談の実人数)

相談件数（延件数)

項　　目

項　　目

合計

訪問支援件数（実人数）

訪問支援件数（延件数）

項　　目

医療機関への受診・受療に関わる相談
（未診断・受療拒否・身体的問題）

入院に関わる相談

資料７－４



資料　８ 

実　　施　　計　　画

1 高齢者あんしんセンター連絡会 事務連絡・事業対応の共通化等のために月１回実施

2 高齢者あんしんセンター管理者連絡会
必要に応じ管理者に対し、予算・事業説明、新型コロナウイルス
拡大防止に関する検討等実施

3 社会福祉士連絡会 共通課題の検討・事業対応の共通化等のために４ヶ月１回実施

4 主任ケアマネジャー連絡会 共通課題の検討・事業対応の共通化等のために４ヶ月１回実施

5 看護職連絡会 共通課題の検討・事業対応の共通化等のために４ヶ月１回実施

6 事務担当者連絡会 共通課題の検討・事業対応の共通化等のために４ヶ月１回実施

7 生活支援体制整備事業連絡会
共通課題の検討・事業対応の共通化等のために２ヶ月に１回実
施、生活支援コーディネーター研修実施

8 在宅療養推進会議
在宅療養推進の仕組みづくりや事業評価等の検討のため年２回開
催。このほか検討部会を開催

9
介護予防・日常生活支援総合事業
検討会

介護予防・日常生活支援総合事業の円滑な運営に対応するために
実施

10 認知症事業連絡会
認知症地域支援推進員・認知症初期集中支援チーム員・認知症
キャラバンメイトによる
認知症課題の明確化・支援体制づくり等のために年５回実施

11 地域ケア会議構築検討会 自立支援・介護予防に向けた地域ケア会議の構築等のために実施

Ⅱ総合相談支援事業

1 総合相談支援業務
地域の高齢者及びその家族等から各種相談に対し、多面的支援を
実施。また、地域の高齢者の生活実態等を把握し、必要なサービ
スに繋げ在宅生活を支援する

2
地域見守り・支えあい活動促進補助
事業

おたがいさまネットワークの協力団体で独自の取り組みを実施し
ている町会・自治会に補助金を交付する。73団体申請（内新規４
団体）

3 家族介護者教室
在宅介護、終末医療、介護者の健康づくりなどのテーマで包括で
実施

4 ふれあい交流サロン
高齢者の閉じこもり防止及び地域における見守り機能の充実を図
るため、各包括で実施

5 介護予防で元気はつらつサロン 各圏域包括にて計57教室実施

6
高齢者あんしんセンターサポート医
事例検討会

３圏域毎、各２回（7～8月、１～2月）開催

7
高齢者あんしんセンターサポート医
医療・訪問相談

包括で把握した困難ケースについて、医療相談や必要に応じてサ
ポート医と訪問相談を実施

8 顔のみえる連携会議 感染症拡大状況により開催の可否を検討

　　　　　令和３年度高齢者あんしんセンター運営計画（1６包括共通） 　    

事　業　名

Ⅰ連絡会・会議等



Ⅲ権利擁護事業

1 高齢者虐待防止啓発講演会 区民を対象に障害者虐待防止センターとの共催で1回実施

2 虐待対応スキルアップ研修 包括職員を対象に年2回程度実施

Ⅳ包括的･継続的ケアマネジメント事業

1 主任・介護支援専門員等スキルアップ研修年11回介護支援専門員のスキルアップを目的に実施

1 おたがいさま地域創生会議
地域包括ケア連絡会や地域ケア個別会議等から把握した地域課題
等の共有化と課題解決のためのサポート創出についての検討（年2
回実施予定）

2 地域包括ケア連絡会
包括単独もしくは圏域で、町会・自治会、民生委員等関係者との
ネットワーク構築及び地域課題の共有や解決に向けた検討のため
実施

3 地域ケア個別会議
個別ケースの検討、地域課題の発見・共有及びネット—ワーク構
築を図るため、各包括で年2回以上実施

4
介護予防のための地域ケア個別会議
構築検討PT

事業対象者・要支援認定者に焦点を当てた介護予防・自立支援に
寄与する個別会議の構築検討PTを実施

1 認知症初期集中支援推進事業
早期診断・早期対応に向けた支援体制の構築を図るため、各包括
の認知症初期集中支援チームが新規2ケース以上の支援を実施。

2 認知症ケア向上多職種協働研修
認知症ケアに携わる多職種協働のための研修を認知症地域支援推
進員が開催

3 認知症カフェ

認知症カフェを16包括圏域で実施（月1回程度/所）
うち1ヵ所は男性限定のカフェ（年6回）・若年性認知症カフェ
(年6回）、3ヵ所は家族の集いカフェを実施（月1回/所）
もの忘れ相談医や歯科医師等による講座や相談の同時実施日あ
り。

4 認知症サポーター養成講座
一般向け講座を全体(または3圏域ごと）年3回実施、各包括年2回
以上実施。

5 認知症サポート店
事業所向け講座を各包括年1回以上実施し、認知症サポート店の登
録や認知症の人への対応等について支援する。

6
認知症サポーターステップアップ
講座

各包括（または合同開催）年1回以上開催し、サポーターの活動支
援・育成を行う。

7 認知症家族介護者教室 区民を対象に年1回実施。

8 認知症周知啓発
認知症の正しい理解の深めるため、周知啓発講演会やイベント等
を実施

Ⅴ地域ケア会議推進事業

Ⅵ認知症施策推進事業
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令和３年度高齢者あんしんセンターの事業評価の実施について 

１ 目的 

  平成２７年の介護保険法の改正により、高齢者あんしんセンターの設置者は定期的

に、高齢者あんしんセンターにおける事業の実施状況について、点検を行う努力義務

を負うこととなった。 

高齢者あんしんセンターは、地域包括ケアシステムの中核を担うことが期待されて

おり、区では、高齢者あんしんセンターのサービスの質の向上や各種事業の公平・公

正な運営の確保を図るため、事業評価を実施することとする。 

なお、北区地域包括ケア推進計画（令和３年度～令和５年度）においては、日常生

活圏域ごとの目標を定めている。各高齢者あんしんセンターでは、この事業評価の結

果を PDCA サイクルの実施に活用し、地域の特性に合わせた効果的な取り組みを推

進することとする。 

 

２ 実施方法 

高齢者あんしんセンターの事業評価（自己評価）の実施の手引きのとおり 

資料９-２ 

3 評価構成（令和 2 年度と同様） 

 （１）自己評価 

    「自己評価表」のとおり 資料９-３ 

 

 （２）利用者評価       資料９-４ 

    ・区民 高齢者あんしんセンター主催のサロン等の参加者 

   ・区内医療機関  医院、病院・有床診療所 

    ・居宅介護支援事業所 

 

 （３）ヒアリング 

    5 か所程度 

令和 3 年度 令和 2 年度 

十条台高齢者あんしんセンター 十条高齢者あんしんセンター 

王子光照苑高齢者あんしんセンター 東十条・神谷高齢者あんしんセンター 

みずべの苑高齢者あんしんセンター 西が丘園高齢者あんしんセンター 

赤羽北高齢者あんしんセンター 桐ケ丘やまぶき荘高齢者あんしんセンター 

滝野川はくちょう高齢者あんしんセンター 飛鳥晴山苑高齢者あんしんセンター 

 昭和町・堀船高齢者あんしんセンター 

 

 

                              <裏面につづく> 
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4 今後のスケジュール  

時  期 内   容 

令和 3 年 5～6 月 各高齢者あんしんセンターで自己評価実施 

      7～9 月 利用者評価実施（サロンの運営が可能な時期に実施） 

     10～11 月 ヒアリング調査実施 

     12 月～ 報告書作成 

令和 4 年 3 月 地域包括運営協議会に結果報告 

   ※新型コロナウイルス感染状況により変更する場合もあります。 

 

※ヒアリングについては、別紙により委員の参加の意向及び日程調整を行い実施する。 



高齢者あんしんセンターの事業評価（自己評価）の実施の手引き 

 

1 実施目的 

 高齢者あんしんセンターの事業評価は、介護保険法第 115 条の 46 項関係を根拠に、

高齢者あんしんセンターのサービスの質の向上や各種事業の公平・公正な運営の確保を

図るため、平成 27 年から実施してきた。 

今後は、本事業評価の実施を各高齢者あんしんセンターにおける PDCA サイクルに

活用し、さらなる高齢者あんしんセンターの機能強化を推進していく。 

 

2 実施概要 

実施時期 5 月～6 月（年 1 回） 

実施単位 各高齢者あんしんセンター 

対象者 全員（非常勤職員は必要に応じて） 

   

3 実施方法 

（1） 実施通知 

   各高齢者あんしんセンター長宛に通知する。 

 

（2） 自己評価表の配付 

① 自己評価表 表紙については、センター長が作成する。 

② 自己評価表項目を職員全員に配布する。 

その際、後日センター内で自己評価についての話し合いを実施することを周知

する。 

話し合いの日時と各自の自己評価の提出期限は、各高齢者あんしんセンターで 

決定する。 

 

（3） 各自検討・作成 

   職員は、指定日までに全項目について記入しておく。不明な項目については、理

由も記入する。  

 

（4） 話し合い実施 

   センター長は進行役となり、職員は各自の考え・意見を述べ意見交換を行う。 

センター内職員の認識の相違等を把握するとともに、それぞれの職種への理解を

深めることで、全員で自己評価の確認事項の共有を図る。 

   各大項目の備考欄には、評価した理由や実績等の数値に対する自己分析など、言

葉で表現したいことを記入する。 

資料９-２



（5） 自己評価表の集約・報告書作成及び提出 

話し合い後、センター長が最終的にはセンターとしての自己評価に集約する。

合わせて、事業評価（自己評価）実施報告書も作成し、自己評価表と一緒に提

出する。  

     

４ 記入要領 

（１）自己評価表 表紙 

 ・職員配置、担当地域基準日：評価年度の翌年４月１日現在の状況 

 ・職員平均在職年数：職員配置の表に記載した職員の現センターでの平均在職年数 

 ・地域特性：前年度の内容と大きな変化がなければ、職員がまちの中で感じ取ってい 

る変化や変わったエリアについて記載する。 

・アピールポイント：「重点目標」のほか、１年間を振り返ってよかったこと、目標

に対しどのように取り組み達成できたか、ヒアリングで指摘された事の改善状況

等について記載する。  

 

（２）自己評価表 

 ・各備考欄：そのように評価した理由、実績の数値に対する自己分析（経年で見るの 

もよい）、評価しにくかった項目があれば、その理由（職種や年数等による捉え方の

違い等）を記載する。 

 

（３）事業評価（自己評価）実施報告書 

  ・センター長が記入する。 

  ・今後に向けて：実施年度中の取り組みや目標、将来的に取り組みたい事を記載する。 



令和 年 月  日 

 

「高齢者あんしんセンターの事業評価（自己評価）」実施報告書 

 

あんしんセンター名  

話し合い実施日 令和  年  月  日 

出 席 者       名 

【話し合いをした上での良かった点・課題】 

 

 

 

 

 

 

【今後に向けて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 入 者                 

 



令和３年度 東京都北区高齢者あんしんセンター 自己評価表 

 

あんしんセンター名  

受託法人名  

 

職員配置                              令和３ 年 ４ 月 １ 日現在（人） 

雇用形態 
保健師・ 

看護師 

社会福祉

士 

主任ＣＭ・ 

ＣＭ 
事 務 

見守り/生活

支援ＣＮ 

認知症 

支援ＣＮ 
管理者 

常 勤        

非常勤        

（ ）内は兼務 

職員平均在職年数          年 

設置年度   平成    年      

担当地域                           基準日（令和３ 年 ４ 月 １ 日現在） 

担当地区 

 

 

 

高齢者人口                            人 

高齢化率                            ％ 

地域特性 

 

 

 

 

 

 

 

アピールポイント 

・「重点目標」 

・1 年振り返ってよかったこと、目標に対しどのように取り組み達成で

きたか 

・ヒアリングで指摘されたことの改善状況 
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①事業計画が職員に周知されているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②事業計画は実現可能な内容となっているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

③事業計画の進捗状況を把握しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

④事業計画と実績を区に報告しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

①担当地域の高齢者人口（６５歳以上及び７５歳以上）を把握しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②担当地域の高齢者のみ世帯数（６５歳以上及び７５歳以上）を把握しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

③担当地域の高齢化率を把握しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

①特定の職員に負担がかからない業務分担になっているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②職場内研修や外部研修等を活用し、職員の資質向上に取り組んでいるか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

③職員の継続雇用に努めているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

　　　　出来ていない期間（　　　　　　　　　　　　カ月）

⑤問題解決に当たって、職員間の連携は取れているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

⑥過去３年間の退職者数（異動は含まない） 　　　　３０年度（　　　）人　　　３１（元）年度（　　　）人　　　２年度（　　　）人

①個人情報保護マニュアルが整備され、全職員が内容を把握しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②個人情報保護に関する研修が実施されているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

③個人情報は安全な場所（鍵・パスワード付）で保管されているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

④事故が発生した場合の対応方法を把握しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

①苦情対応窓口の情報（連絡先、受付時間等）を公表しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②苦情対応マニュアルを整備しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

③苦情について本部及び区に報告しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

④苦情についてセンター内で共有しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

⑤苦情対応後、改善がなされているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

４　個人情報保護

Ⅰ組織・運営体制について

１　事業計画

２　高齢者人口と世帯

３　職員の確保と育成 ④退職職員の補充はスムーズに出来ているか。

（主任ケアマネジャー、保健師、看護師、社会福祉士、生活支援/見守りコーディネーター、事務職）

５　苦情対応

備　考　欄



①ケース毎の担当者が明確になっているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②相談記録が整備されており、担当者が不在の場合でも対応出来るようになっているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

③３職種が協働して相談、訪問を行うなどチームアプローチが出来ているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

④緊急時に連携できる医療機関や介護事業者、施設等があるか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

①地域の関係機関とのネットワーク構築を積極的に行っているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②町会・自治会の活動状況を把握しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

③民生委員と連携（相談が出来る体制）が取れているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

④民生委員とどのような連携を行っているか。　　　　・地域ケア会議・地域包括ケア連絡会への参加依頼　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　

⑤消防署と連携（相談が出来る体制）が取れているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

⑥消防署との具体的な連携内容　該当するものを〇で囲む　　　　・個別相談　　・防災訓練への参加　　・防火防災診断への協力　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑦警察署と連携（相談ができる体制）が取れているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

①地域の社会資源の把握を常に行っているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②地域の社会資源情報のマップやリストを作成しているか。（ミルモネットの活用を含む） 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

③地域の社会資源情報の更新を行い、提供できるように整理されているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

①相談内容等から成年後見制度を利用する必要があるか判断できているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②区長申し立ての必要性の判断は適切か。 ・できている　・ある程度できている　・ほとんどできていない　・できていない　・申し立てなし

③区長申し立ての判断をした場合、区への連絡は迅速に行っているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

①区や権利擁護センター等の研修に積極的に参加しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②虐待を把握した場合、速やかに区に報告し役割調整（体制づくり）を行っているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

③通報を受け原則４８時間以内に事実確認を行っているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

④高齢者虐待の防止啓発に努めているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

⑤高齢者虐待対応で解決に向けて取り組んだ事例（1件）

Ⅱ総合相談支援事業について

１　相談体制

２　地域のネットワーク

３　社会資源の把握

備　考　欄

Ⅲ権利擁護事業について

１　成年後見制度活用

２　高齢者虐待防止

備　考　欄



①担当地域の主任介護支援専門員と連携が取れているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②介護支援専門員からの相談に対し、必要に応じて同行訪問や助言を行っているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

③包括独自の「ケアマネ支援講座」の実施回数 　　　　　　　　　（　　　　　　）回

④包括独自の「事例検討会」の実施回数 　　　　　　　　　（　　　　　　）回

①地域包括ケア連絡会の開催回数（包括主催）（協議体を含む） 　　　　　　　　　（　　　　　　）回

②地域課題の把握、課題解決のための内容になっているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

③テーマ内容

④参加者はテーマ内容に合っているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

⑤地域包括ケア連絡会で把握した課題を包括内で共有しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

①地域ケア個別会議の開催回数 　　　　　　　　　（　　　　　　）回

②地域ケア個別会議の結果を区に報告しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

③地域ケア個別会議で把握した課題を包括内で共有しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

④地域包括ケア連絡会、地域ケア個別会議で把握した課題を３圏域の地域包括ケア連絡会、おた
がいさま地域創生会議につなげているか。

　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

①多職種連携研修や顔の見える連携会議等に積極的に参加しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②在宅診療を行う医療機関を把握しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

④高齢者あんしんセンターサポート医の利用にあたっては、事前にセンター内で検討しているか。 　・できている　・ある程度できている　・ほとんどできていない　・できていない　・利用していない

Ⅳ包括的・継続的ケアマネジメント事業について

１　介護支援専門員の
支援

２　地域包括ケア連絡
会

備　考　欄

Ⅴ地域ケア会議について

１　地域課題の把握

備　考　欄

Ⅵ在宅医療・介護連携推進事業について

１　在宅医療・介護連携
推進事業

備　考　欄



①見守りが必要な高齢者を把握するためにどのような取り組みをしているか。具体的な取り組み例 　

②地域の見守りの担い手育成に取り組んでいるか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

③生活支援コーディネーター養成研修等に参加しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

Ⅷ認知症施策推進事業について

①認知症サポーター養成講座の開催回数 　　　　　　　　　（　　　　　　）回

②認知症サポーター交流会の開催回数 　　　　　　　　　（　　　　　　）回

③認知症サポーターステップアップ講座の開催回数 　　　　　　　　　（　　　　　　）回

④こんちゃんサポーターの圏域の登録人数を把握しているか。 　　　　　　　　　（　　　　　　）人　（うち評価年度の登録人数　　　　　　人）

⑤認知症カフェは、医師と連携して開催しているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

⑥認知症サポート店との連絡はとれているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

⑦認知症の人に対し適切なサービスが提供されるよう、医療機関や介護事業所等と連携している
か。

　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

⑧必要時に、初期集中支援チームと連携が出来ているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

⑨初期集中支援チームの事例（１件）

①目的に沿ったケアマネジメントが出来ているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②一部委託事業者との連携や情報共有が出来ているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

③自主グループへの支援など、介護予防の地域での基盤づくりに取り組んでいるか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

備　考　欄

Ⅶ生活支援体制整備事業について

１　生活支援体制整備
事業

１　認知症施策推進事
業

備　考　欄

Ⅸ介護予防・日常生活支援総合事業について

１　介護予防・日常生活支
援総合事業

備　考　欄



①サロンの担い手の育成を行っているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②サロンの担い手の育成方法

③利用者拡大のための取り組みをしているか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

④サロン数と延べ実施回数 　　　　サロン数（　　　　　　　　）　　　　　　延（　　　　　　）回

⑤実施内容（特色のあるもの・好評なもの）

①事業の周知に取り組んでいるか。 　　　　・できている　　　・ある程度できている　　　・ほとんどできていない　　　・できていない

②具体的な周知方法

①家族介護者教室の開催回数 　　　　　　　　　（　　　　　　）回

②家族介護者教室の内容

１　ふれあい交流サロン

３　家族介護者教室

備　考　欄

Ⅹその他

２　家族介護者リフレッ
シュ事業



 

高高齢齢者者ああんんししんんセセンンタターー評評価価アアンンケケーートト  

（利用者用） 

 

高齢者あんしんセンターの評価についてご協力をお願いいたします。 

以下の設問は、下記で選択した対象高齢者あんしんセンターについてお聞きします。 

あてはまる番号１つに○を、〔  〕内には記載をお願いいたします。 

 

１．あんしんセンターを利用する頻度はどれくらいですか？ 

   １）週に３回以上  ２）週１～２回  ３）月２～３回  ４）月１回程度 

 

２．本日の内容について、満足度はどれですか？ 

  また、その理由を記載してください。 

1）満足  2）ある程度満足  ３）やや不満  ４）不満 

  理由〔                           〕 

 

３．あんしんセンターへの全体的な満足度はどれですか？ 

  また、その理由を記載してください。 

1）満足  2）ある程度満足  ３）やや不満  ４）不満 

  理由〔                           〕 

 

４．高齢者あんしんセンターについて、ご意見等があればお書きください。 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

対象高齢者あんしんセンター （下記から１か所選択してください） 

 □十条台   □王子光照苑  □豊島  □十条 

 □東十条・神谷 □西が丘園  □みずべの苑  □赤羽  □赤羽北 

 □浮間     □桐ヶ丘やまぶき荘  □滝野川西    □飛鳥晴山苑 

 □滝野川はくちょう □昭和町・堀船  □新町光陽苑 

資料９-４



高高齢齢者者ああんんししんんセセンンタターー評評価価アアンンケケーートト  

（医療機関用） 
 

高齢者あんしんセンターの評価についてご協力をお願いいたします。 

以下の設問は、下記で選択した対象高齢者あんしんセンターについてお聞きします。 

あてはまる番号１つに○を、〔  〕内には記載をお願いいたします。 

 

１．あんしんセンターを利用する内容はどれですか？ 

   １）退院支援  ２）ケース相談  ３）虐待相談  ４）その他〔      〕 

 

２．あんしんセンターを利用する頻度はどれくらいですか？ 

   １）週に３回以上  ２）週１～２回  ３）月２～３回  ４）月１回程度 

 

３．あんしんセンターと連携がとれています？ 

   1）十分取れている  2）ある程度取れている  ３）あまり取れていない 

 ４）取れていない 

 

４．あんしんセンター職員の対応について満足度はどれですか？ 

  また、その理由を記載してください。 

1）満足  2）ある程度満足  ３）やや不満  ４）不満 

  理由〔                           〕 

 

５．あんしんセンターへの全体的な満足度はどれですか？ 

  また、その理由を記載してください。 

1）満足  2）ある程度満足  ３）やや不満  ４）不満 

  理由〔                           〕 

 

６．高齢者あんしんセンターについて、ご意見等があればお書きください。 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

お手数ですが、令和 3 年 9 月 30 日（木）迄に、下記番号までＦＡＸをお願いします。 

ＦＡＸ ： 03-3908-1229 高齢相談係 行 

 

対象高齢者あんしんセンター （下記から１か所選択してください） 

 □王子     □十条台   □王子光照苑  □豊島  □十条 

 □東十条・神谷 □西が丘園  □みずべの苑  □赤羽  □赤羽北 

 □浮間     □桐ヶ丘やまぶき荘  □滝野川西    □飛鳥晴山苑 

 □滝野川はくちょう □昭和町・堀船  □新町光陽苑 



高高齢齢者者ああんんししんんセセンンタターー評評価価アアンンケケーートト  

（居宅介護支援事業所用） 
 

高齢者あんしんセンターの評価についてご協力をお願いいたします。 

以下の設問は、下記で選択した対象高齢者あんしんセンターについてお聞きします。 

あてはまる番号１つに○を、〔  〕内には記載をお願いいたします。 

 

１．あんしんセンターを利用する頻度はどのくらいですか？ 

   ① 週に３回以上  ② 週１～２回  ③ 月２～３回  ④ 月１回程度 

 

2．あんしんセンターと連携が取れていますか？ 

   ① 十分取れている  ② ある程度取れている  ③ あまり取れていない  ④ 取れていない 

 

3．以下の内容であんしんセンターを利用した際の対応満足度を教えてください。 

（選択肢：①満足 ②ある程度満足 ③やや満足 ④不満 ⑤該当する利用は無い） 

質問項目 選択肢 

（１）事務手続きについて  

１）介護保険や高齢福祉サービスの相談  ①  ②  ③  ④  ⑤ 

  ２）予防プランの情報提供 ①  ②  ③  ④  ⑤ 

  ３）一部委託契約書類の受け取り  ①  ②  ③  ④  ⑤ 

  ４）ケアプランチェック ①  ②  ③  ④  ⑤ 

（２）ケース相談時の対応  ①  ②  ③  ④  ⑤ 

（３）虐待相談時の対応 ①  ②  ③  ④  ⑤ 

 

4．あんしんセンターへの全体的な満足度はどれですか？ 

  また、その理由を記載してください。 

 ①満足  ② ある程度満足  ③ やや不満  ④ 不満 

  理由〔                          〕 

 

5．高齢者あんしんセンターについて、ご意見等があればお書きください。 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

お手数ですが、令和 3 年 9 月 30 日（木）迄に、下記番号までＦＡＸをお願いします。 

ＦＡＸ ： 03-3908-1229 高齢相談係 行 

対象高齢者あんしんセンター （下記から１か所選択してください） 

 □王子     □十条台   □王子光照苑  □豊島  □十条 

 □東十条・神谷 □西が丘園  □みずべの苑  □赤羽  □赤羽北 

 □浮間     □桐ヶ丘やまぶき荘  □滝野川西    □飛鳥晴山苑 

 □滝野川はくちょう □昭和町・堀船  □新町光陽苑 


